
注意 ガスの過充てん禁止
か じゅう

SOD-251Hinoto(ひのと)

●ガスの充てん時、過充てん（充てん口よりガスが吹き出し
　てきても、充てん作業を繰り返して行なう事）はしないで
　ください。過充てんをすると、ガスが液体のまま噴出し、異
　常燃焼をするおそれがあり危険です。またつまりなど故障
　の原因になります。
●炎の大きさが不安定な（脈動する）場合、過充てんの可能性
　があります。その際は器具栓つまみ（黒色）をOFFに合わせ
　て炎が確実に消えていることを確認し、充てん式タンクを取
　り外してください。細長い棒などで充てんバルブを押し込み
　過充てんしたガスを抜いてください。
●ガスの充てん時、充てん口からガスが吹き
　出してきたら直ちに充てん作業を終了して
　ください。この時点でガスは満タンの状態
　になっています。

●炎の大きさはガス残量、ガス成分、容器(ボンベ)の内圧に
　大きく影響を受けます。ガスが少ない場合や、レギュラー
　ガス（ブタンのみのガス）を使用した場合は炎が小さくな
　る傾向です。気温が低い時はパワーガス（プロパンを含む
　ガス）の使用をおすすめします。

●収納時、持ち運びの際は、ホヤカバー部を
　持って行なわないでください。ホヤが外れ
　るおそれがあります。必ず本体を持って持
　ち運んでください。
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■炎の大きさについて

■収納時、持ち運びの際の注意
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(取扱説明書 P.6参照)


